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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は三部十一章よりなる｡

第- 部は ｢商業および商業資本一般｣ と題 し, 商業一般を成立せ しめる基本的契機とこれを特定の歴史

的段階で具体的な商業として規定する基礎条件を検討する｡ 第一章 商業の領域, 第二章 商業の基本形

悲, 第三塞 商業の現実形態｡

第二部は ｢ 自由競争段階の資本主義的商業資本｣ と題 して, この段階におけ る商業の成立, 形態, 機

能, 発展が考察される｡ 第四章 商業資本の自立化, 第五章 商業利潤と商業労働, 第六章 商業資本の

回転と競争, 第七章 商業資本の無機能化｡

第三部は ｢独占段階の資本主義的商業資本｣ と題 して, 資本主義商業が自由競争段階から独占段階に進

むときどう変るかを検討 し, その特質, 形態, 役割を問題とする｡ 第八章 商業資本の量的変化, 第九葺

商業資本の排除, 第十章 商業資本の質的変化, 第十一章 配給過程の成立. なお, 六, ノし 九の章を除

き, 各章に詳細な補説が附され, 異説の検討批判が行なわれている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文の課題とするところは商業資本の基礎理論を展開して, 部門経済学としての商業経済論を基礎づ

けようとするところにある｡ そして概ねその課題に応えているといえよう｡

商業の歴史はきわめて古く, 商業の研究ないし商業学の歴史もまた古い｡ しか しその商業研究が学問論

的に検討せられ整備せられるようになったのは最近のことである｡ 商業に関する雑然たる内容の, 古い商

業学は, 一方では経営学の方向へ整備され, 他方では経済学に吸収されていった. しか しその経済学にあ

ってほ, 経済の一般理論が中心であるから, 商業もただ経済の一般理論として取扱われるだけで, 商業の

4寺殊的地位に応 じた部門経済学として展開し確立する方向は十分に顧みられるには至 らなかったO マルク

スは商業を生産から, 商業資本を産業資本から区別 し, 商業資本の独自性を認め, その特質を解明した｡
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しかし彼においても社会総資本の構造分析に必要な限りにおいてこれが試みられているにすぎない｡ しか

し経済が発展 し, いわゆる独占段階に入ると商業や流通の問題は無視し得ないほど重要となり,､商業研究

も進み商業経済論への道が準備せられることになる｡ 要するに, 商業の研究は経済学の一般理論の一部と

して, また部門別特殊経済学の一類として, さらには経営学の一分科として三層をなし行なわれることと

なる｡ そのうち特に部門経済学として商業経済論は理論的ならびに実際的な理由から他の部門経済学に比

して著 しく後れており, 本研究の期するところはかかる欠陥を補なわんとするにある｡

本研究はマルクス経済学の立場に立ち, まず商業を自立化せる商業資本の運動として一般的に把握 し,

社会総資本の中で商業資本の演ずる役割を明らかにし, 生産方法との対応において商業の歴史的形態を区

別することから始め, 研究の中心を資本主義的商業に限定する｡ この一般的商業が資本主義の自由競争段

階, 独占段階を通 して如何に成立 し発展 し変形 し消滅 していくかを分析 している｡ 自立化せる商業資本運

動から商業現象や商業問題を統一的に研究 し体系化せるところに特色が見られる｡ もちろんマルクス経済

学の立場からほ, 当然の議論であり, ある意味では余りにも公式的であるともいえるであろう｡ 商業資本

といっても, 個別商業資本 (商事会社), 部門別商業資本 (業種別商業資本), 総商業資本 (産業資本に対

する商業資本) などが存在する｡ 本研究においてはかかる区別が必ず しも十分ではなく, 商業資本は単に

総商業資本として取扱われている｡ 商業経済論が商業の特殊経済理論であるとしても個別商業資本を媒介

とすることによって理論をより具体的に展開し得る筈である｡

しかしながら商業経済学界の現状を見るとき, 本研究が諸学説の比較検討を通 じて商業概念を確立 し,

きわめて困難な商業経済論の基礎づげを行なったことは高 く評価せねばならない｡ 特に今日問題となって

いるマネジャー1) ヤル ･マ- ケッティングの研究を通 して新 しい問題への端緒を開きつつある点は広く学

界からも認められているところであって, 本論文の大きな特色をなしているO よ､って本論文は経済学博士

の学位論文として価値あるものと認める｡
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